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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　取り替え可能な自動車用ランプ組立品であって：
　外部の空気に接する放熱部材に接続された熱伝導構造体上に取り付けられたＬＥＤ光源
；
　筐体または反射器に脱着可能に取り付けるための機械的カプラーであって、概略的に前
記光源に面し、前記熱伝導構造体を保持するカプラー；
　前記カプラーにより保持される電気コネクタ；及び、
　取り替え可能なランプを形成するために、前記電気コネクタから前記ＬＥＤ光源まで拡
張する電気接続部材を備えるランプ組立品。
【請求項２】
　前記電気コネクタが前記電気接続部材を取り囲むために、前記熱伝導構造体に封止され
ている、請求項１に記載のランプ組立品。
【請求項３】
　前記筐体または反射器がカプラーと結合したときに、前記ランプ組立品と前記筐体また
は反射器との間を封止するために、前記熱伝導構造体に隣接し、前記熱伝導構造体を囲む
封止部材をさらに含む、請求項１に記載のランプ組立品。
【請求項４】
　前記熱伝導構造体が前記ＬＥＤ光源用の取付け具と前記放熱部材との間に拡張する筒状
の金属部分を含む、請求項１に記載のランプ組立品。
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【請求項５】
　前記放熱部材が外部の空気に接する金属面を含む、請求項１に記載のランプ組立品。
【請求項６】
　前記熱伝導構造体が前記ＬＥＤ光源用の取付け具と前記放熱部材との間に拡張する筒状
の金属部分を含み、前記放熱部材が前記ランプ組立品の外側で外部の空気に接する金属面
を含む、請求項１に記載のランプ組立品。
【請求項７】
　前記放熱部材が金属性のフランジを含み、前記フランジの両面の少なくとも一部が前記
ランプ組立品の外側で外部の空気に接する、請求項６に記載のランプ組立品。
【請求項８】
　前記カプラーが前記放熱部材を保持し、前記カプラーがベース部とラッチすることによ
り電気コネクタを具備し、前記ランプ組立品が前記カプラー及び前記放熱部材を通って前
記電気コネクタから前記ＬＥＤ光源まで拡張する電気接続部材を備える、請求項１に記載
のランプ組立品。
【請求項９】
　前記カプラーが前記電気コネクタと結合するための取付け用構造を含む、請求項８に記
載のランプ組立品。
【請求項１０】
　前記取付け用構造が前記筐体または反射器の隣接するソケット面に対して押し付けるた
めのカム構造面を有する、少なくとも１つの放射方向に拡張するアームを備える、請求項
９に記載のランプ組立品。
【請求項１１】
　取り替え可能な自動車用ランプ組立品であって：
　ａ）電気接続のための第１レセプタクルを画定する第１壁、ラッチ構造を含む第２レセ
プタクルを画定する第２壁、及び、第１レセプタクルから第２レセプタクルまで拡張する
少なくとも１つの電気接続部材を備えるベース部；
　ｂ）中央の通路を画定する内壁を有する筒状部分、前記ベース部の前記ラッチ構造にラ
ッチされる前記筒状部分から拡張する第１アーム、及び、結合用面を有し、前記筒状部分
に対して放射方向に拡張する少なくとも１つの第２アームを有するカプラー；
　ｃ）軸方向の寸法を有する熱伝導筒状部分、外壁、内部の通路を画定する内壁、及び、
前記筒状部分から外部に向かって拡張する熱放出部分を備えるアダプターであって、前記
熱放出部分が前記カプラーの第１アームの少なくとも一部の挿入または通過を可能にする
ための寸法及び形状で形成された結合用通路を画定する壁を有し、前記カプラーが前記ア
ダプターの周囲に配置され、前記カプラーの第１アームが前記結合用通路を通って拡張し
、前記ベース部の第２レセプタクルで前記ベース部にラッチされ、それにより前記熱放出
部分が前記カプラーと前記ベース部との間に固定されるアダプター；及び、
　ｄ）前記アダプターにより保持される電気ランプであって、前記カプラーを介して前記
電気接続部材と接続するために、前記アダプターから拡張する少なくとも１つの電気接続
部材を備えた電気ランプを備えるランプ組立品。
【請求項１２】
　前記ベース部が第２レセプタクルの内部に形成された直立状の突起部を含み、前記カプ
ラーが前記直立状の突起部にラッチする、請求項１１に記載のランプ組立品。
【請求項１３】
　前記ベース部が第２レセプタクルの内部にラッチ構造部を備え、前記カプラーの第１ア
ームが第２レセプタクル内で前記ベース部にラッチされる、請求項１２に記載のランプ組
立品。
【請求項１４】
　前記ベース部と前記熱放出部分との間に圧縮性封止部材が配置されている、請求項１２
に記載のランプ組立品。
【請求項１５】
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　前記熱放出部分が熱放出構造を備える、請求項１２に記載のランプ組立品。
【請求項１６】
　前記カプラーがカム構造面を保持する差込結合部を備える、請求項１２に記載のランプ
組立品。
【請求項１７】
　前記アダプター及び前記熱放出部分が高い熱伝導率を有する金属材料から形成されてい
る、請求項１２に記載のランプ組立品。
【請求項１８】
　前記アダプター及び前記ランプが、互いに熱伝導可能な、隣接し、一致した面に沿って
、互いに結合し、前記カプラー及び前記ランプの前記隣接した面が、前記ランプから前記
フランジに達する熱伝導経路を与えるために、高い熱伝導性を有する材料から形成されて
いる、請求項１２に記載のランプ組立品。
【請求項１９】
　前記アダプター及び前記ランプが前記アダプターと前記ランプとの間の軸方向の結合を
可能にするための、対応する内部の面及び外部の面を備える、請求項１２に記載のランプ
組立品。
【請求項２０】
　前記軸方向の結合が入れ子型結合である、請求項１９に記載のランプ組立品。
【請求項２１】
　取り替え可能な自動車用ランプ組立品であって：
　ａ）電気接続のための第１レセプタクルを画定する第１壁、ラッチ構造部を含む第２レ
セプタクルを画定する第２壁、及び、第１レセプタクルから第２レセプタクルまで拡張す
る少なくとも１つの電気接続部材を備えるベース部；
　ｂ）中央の通路を画定する内壁、前記ベース部の前記ラッチ構造部と結合するために形
成された第１ラッチ構造部、及び筐体または反射器と脱着可能に結合するために形成され
た第２ラッチ構造部を備えるカプラー；
　ｃ）軸方向の寸法を有する筒状部分、外壁、内部の通路を画定する内壁、及び前記筒状
部分から放射方向に拡張するフランジ部分を備えたアダプターであって、前記筒状部分及
び前記フランジ部分が高い熱伝導率を有する材料から形成されており、前記筒状部分及び
前記フランジ部分が互いに十分な熱伝導が可能な状態で接触しており、前記フランジ部分
が結合用通路を画定する壁を有し、前記結合用通路が前記ベース部の前記ラッチ構造部と
前記カプラーの第１ラッチ構造部との間の機械的接続を可能にするような寸法及び形状で
形成されており、前記カプラーが前記アダプターの周囲に配置されており、前記ベース部
の前記ラッチ構造部が前記カプラーの第１ラッチ構造部にラッチされ、それにより前記フ
ランジ部分が前記カプラーと前記ベース部との間に固定されるアダプター；
　ｄ）前記ベース部と前記フランジ部分との間に配置された圧縮性封止部材；及び、
　ｅ）前記アダプターにより保持され、第２レセプタクルの前記電気接続部材に接続する
ために、前記アダプターの前記内部通路及び前記カプラーの内部通路を通って拡張する少
なくとも１つの電気接続部材を備える電気ランプであって、前記アダプター及び前記ラン
プが互いに結合しており、前記アダプター及び前記ランプが、前記アダプターと前記ラン
プとの間の結合及び、それらの間の十分な熱伝導を与えることを可能にする、対応する、
隣接かつ一致した面を備え、前記カプラー及び前記ランプの前記隣接した面が高い熱伝導
率を有する材料から形成されており、それにより前記ランプから前記フランジへの熱伝導
経路を与える電気ランプであって：
　ｆ）前記ランプがランプ本体部及び１つまたは複数のＬＥＤを備え、前記１つまたは複
数のＬＥＤが、動作中に前記１つまたは複数のＬＥＤからの熱を前記ランプ本体部に伝導
させるように前記ランプ本体部に取り付けられている前記電気ランプを備えるランプ組立
品。
【発明の詳細な説明】
【０００１】



(4) JP 4155858 B2 2008.9.24

10

20

30

40

50

【発明の属する技術分野】
本発明は電気ランプ、特に、自動車用のランプに関する。詳細に述べると、本発明はスナ
ップ結合式（または、パチンと留められる）自動車用ＬＥＤランプ組立品に関する。
【０００２】
【従来の技術】
発光ダイオード（ＬＥＤ）は効率及び寿命に関して優れた特性を持っている。また、ＬＥ
Ｄは比較的小さい筐体内に収納することが可能である。これらの特徴はＬＥＤを自動車及
び他の用途に対して非常に魅力的なものにしている（例えば、特許文献１及び特許文献２
参照。）。ＬＥＤの寿命及び効率はそれの動作温度に関係する。したがって、ＬＥＤは局
所的な熱の集中を減少させるために、比較的散在して配置されたグループ内で、単独で取
り付けられることが多い。あるいは代替案として、熱の発生を抑えるために、最大出力よ
り小さい出力で動作させられる場合もある。
【０００３】
【特許文献１】
特開２００２－３３４６０４号公報
【特許文献２】
特開平０６－０２４３７１号公報
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
高出力のＬＥＤが使用される場合、この熱の減少はより重要な問題となる。高出力ＬＥＤ
はより強い光を発生することができるが、より多くの熱を発生してしまう。自動車の車外
に配置されるライト等において光のビーム（または、光線）を発生する場合、光源を単一
の点またはその点の付近に集中させることが望まれる。集中化された光源は照射されるべ
き場所に予め規定された様式で（または、特定の様式で）光を向けるために、予め規定さ
れた（または、特定の）反射器またはレンズ組立品に出力される。ＬＥＤランプの構造に
おいて、ＬＥＤの単一の点またはその付近への集中化は、ＬＥＤの効率や寿命に悪影響を
与える熱の集中化を発生してしまう。したがって、高い動作温度による悪影響をある程度
抑えながら、集中化したＬＥＤ光源を可能にするＬＥＤランプの構造の開発が望まれてい
る。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明の取り替え可能なランプ組立品は外気に接する放熱部材に熱的に接続した熱伝導構
造体上に取り付けられたＬＥＤ光源と共に作製される。筐体または反射器への脱着可能な
取り付けのための機械的カプラー（または、機械的結合器）は概略的に光源に面し、熱伝
導構造体を支持する。カプラー（または、結合器）は電気コネクタ（または、電気連結器
）を保持し、そして、取り替え可能なランプを形成するために（または、取り替え可能な
ランプのための電気回路を形成するために）、電気接続部材が電気コネクタからＬＥＤ光
源まで拡張する。
【０００６】
【発明の実施の形態】
図１は標準的な自動車用の電気カプラーの末端スリーブ（または、接続用筒）２２及び反
射器８４と共にＬＥＤランプ組立品１０の斜視図を示している。図２は反射器及びスリー
ブが無い状態での、ＬＥＤランプ組立品１０の斜視図を示している。すなわち、図２は取
り替え可能なランプ装置（lamp unit）を示している。図３は反射器８４の一部と共にＬ
ＥＤランプ組立品１０の断面図を示している。取り替え可能な自動車用ランプ組立品１０
はベース部１２、カプラー（または、結合器）２６、アダプター（または、変換器）４０
及びランプ（または、ランプヘッド）６２と共に形成することができる。
【０００７】
ベース部１２は好まれるものとして、プラスチック樹脂（plastic resin）から成形され
、電気接続のための第１レセプタクル（または、ソケット）１６として利用される中空部
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（または、凹部）を画定する第１内壁１４を有する。第２内壁１８は第２レセプタクル（
または、ソケット）２０として利用される中空部（または、凹部）を画定する。第２レセ
プタクル２０の内面はラッチ構造部（または、掛け金構造部）を含む。ラッチ構造部は、
デザインに応じて、突起状のものであってもよいし、凹状のものであってもよい。ラッチ
構造部は好まれるものとして、第２内壁１８から垂直に拡張する直立状の支柱または突起
９０（図９参照）である。
【０００８】
ベース部１２はまた、第１レセプタクル１６から第２レセプタクル２０まで拡張する、少
なくとも１つの電気接続部材２４を含む。電気接続部材の構造は好まれるものとして、プ
ラスチックのベース部内に鋳造（または、成形）された２つの突起部（lug）を備える。
突起部は第１レセプタクル１６内でプラグ用コネクタとして使用され、第２レセプタクル
２０内で接合部（または、溶接点）として使用されてもよい。
【０００９】
図４はカプラー（または、結合器）２６の斜視図を示している。カプラー２６は概略的に
、中央の通路３２を画定する内壁３０を有する筒状部分２８を備える。筒状部分２８から
は、ベース部１２のラッチ構造部と連携してラッチする（または、掛け金式に結合する）
ための寸法及び形状を持った第１アーム３４等の、第１ラッチ構造部が拡張している。ベ
ース部１２及びカプラー２６は互いに隣接する面に沿って、互いにフィットする（または
、ぴったりと結合する）ように形成される。ベース部１２及びカプラー２６は、ベース部
のラッチ構造部と（第１アーム等の）カプラーの第１ラッチ構造部とが噛み合うことによ
り、スナップ式に結合する（または、掛け金式に結合する）。ベース部１２及びカプラー
２６はまた、互いに適当な方向に向くように固定される。
【００１０】
カプラー２６は好まれるものとして、筐体または反射器の開口と脱着可能に結合するため
に、付加的な、第２ラッチ構造部を含んでもよい。これにより、ランプ組立品は筐体また
は反射器に取り替え可能な状態で結合することができる。第２ラッチ構造部は好まれるも
のとして、概略的に軸方向に面するカム構造面３８を支持する１つまたは複数の第２アー
ム３６として構成される。これにより、カプラー２６は反射器の開口と結合するための、
カム構造面を持った複数の差込アーム（bayonet arm）を有する差込結合部（bayonet cou
pling）を備えることができる。第２アーム３６は筒状部分２８に対して放射方向に拡張
する。この構造により、カプラー２６は筐体または反射器に対して、回転によるラッチ（
または、回転による結合）をすることができる。図５はアダプターが無い状態の、カプラ
ーに結合したベース部の斜視図を示している。すなわち、図５はフランジ５２及び反射器
８４が無い状態で、ベース部１２とカプラー２６との結合関係を図示している。
【００１１】
図６はアダプター（または、変換器）４０及びランプ（または、ランプヘッド）６２の、
上方からの斜視図を示している。アダプター４０は好まれるものとして、ベース部に対し
て軸方向の寸法４４を有する筒状部分４２を備える。軸方向の寸法４４は光学的な設計に
対して適当な寸法でよいだろう。アダプター４０はまた、外面４６及び、内部通路５０を
画定する内面４８を有する。筒状部分４２は優れた熱伝導性を持つように設計され、ラン
プ組立品の外部の空気に接する表面を備えた熱伝導部材に熱的に（または、熱伝導が可能
な状態で）接続される。
【００１２】
熱伝導部材は実質的な熱（例えば、ＬＥＤによって発生する熱の１０％以上）が伝導する
ことを可能にし、ＬＥＤの動作中の温度を下げる。好まれるものとして、外部の空気に接
する面は、両面が空気に接する金属シート部分（または、金属板部分）である。１つの実
施例においては、筒状部分４２からはフランジ（または、つば）５２が放射方向に拡張す
る。好まれる実施例において、フランジ５２は筒状部分４２から放射方向に拡張する円盤
状の形状を持つ。熱の放射を促進するために、フランジ５２は好まれるものとして、拡張
した指部、穴、縦溝（flute）、リブ（rib）、または、この分野で周知の他の放熱構造等
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の、放熱または空気流構造を含む。
【００１３】
図６には、例として、拡張指部５４が示されている。また、好まれるものとして、フラン
ジ５２の拡張は、フランジの縁部が、空気流が存在するところに配置されるようになされ
る。アダプター４０は好まれるものとして、熱伝導率の高い材料から形成されるフランジ
５２を含む。アダプター４０及びフランジ５２の構造を作製するために、銅、ダイカスト
（die cast）アルミニウム、または同様な金属を使用してもよい。また、アダプター４０
及びフランジ５２の構造は単体の構造として形成されてもよいし、複数の部品から形成さ
れてもよい。
【００１４】
フランジ５２はまた、結合用開口（または、結合用通路）５８を画定する壁５６と共に形
成される。結合用開口５８はカプラー２６の第１アームの少なくとも一部の挿入及び通過
を可能にするような寸法及び形状で形成される。カプラー２６の中央の通路３２はアダプ
ター４０の筒状部分４２にフィットする（または、ぴったりと結合する）ような寸法及び
形状で形成される。これにより、カプラー２６の筒状部分３０はアダプター４０の周囲に
配置され、カプラー２６の第１アーム３４は結合用開口５８を通って下方に拡張する。
【００１５】
カプラー２６及びアダプターが互いに結合することにより、第１ラッチ用アーム３４がベ
ース部１２とのラッチ（または、結合）のために、第２レセプタクル２０の中に挿入され
る。これにより、フランジ５２を含む、アダプター４０はベース部１２とカプラー２６と
の間に固定される。図７はカプラー２６、アダプター４０及びランプ（または、ランプヘ
ッド）６２の下方からの斜視図を図示している。カプラー２６はアダプター４０を取り囲
み、２つの第１アーム３４が２つの結合用開口を通って拡張する。この状態でカプラー２
６はベース部１２との結合が可能な状態となる。また、カプラー２６及びフランジ５２は
、それらが互いに回転によってラッチし（または、結合し）、第１結合用アーム３４が結
合用開口５８から拡張するように形成されてもよい。この結合は差込式（bayonet）のラ
ッチと共に行うことができる。
【００１６】
ベース部１２とアダプター４０との間に、フランジ５２等に沿って円形の圧縮性のシール
（または、封止部材）６０が配置されてもよい。ＬＥＤ光源への電気接続部材のための内
部通路を囲むようにベース部１２またはフランジ５２に形成された溝にＯリングまたはフ
ラットリング（または、扁平リング）が配置されてもよい。あるいは、この分野で周知の
他の方法によって封止がなされてもよい。
【００１７】
ＬＥＤランプ（または、ＬＥＤランプヘッド）６２はアダプター４０の遠位の端に保持さ
れる。ランプ６２はランプ本体部６４及び１つまたは複数のＬＥＤ６８を保持しているＬ
ＥＤ保持具６６から構成されてもよい。ＬＥＤからは第２レセプタクル２０内の電気コネ
クタ２４との電気的接続のために、少なくとも１つ、好まれるものとしては２つの電気接
続７０、７２がアダプター４０の内部通路５０及びカプラー２６の内部通路３２を通って
拡張する。アダプター４０及びランプ本体部６４は互いに結合している。アダプター４０
及びランプ本体部６４は好まれるものとして、ランプ６２の固定及び正確な配置、並びに
、ランプ６２からアダプター４０への良好な熱伝導のために互いに突き合わされる（また
は、互いに結合する）、隣接した、（形状の）一致した表面を備える。
【００１８】
表面は、例えば、アダプター４０とランプ６２との間の軸方向の結合を可能にする、密接
してフィットする（または、ぴったりと結合する）内面７４及び外面７６として形成され
てもよい。図には、テレスコープ型結合（または、入れ子型結合）が示されているが、他
の結合方法が使用されてもよい。アダプター４０及びランプ６２は位置付け及び熱伝導を
強化するために、隣接した面に沿ってハンダ付け、のり付け、または、他の同様な方法に
よって結合されてもよい。この構造は、これら２つの部材間に優れた熱伝導路を与える。
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アダプター４０及び隣接したランプ６２はそれぞれ、好まれるものとして、銅、アルミニ
ウム、亜鉛または他の金属等の、熱伝導率の高い材料から形成される。これらの結合によ
り、ランプ６２からアダプター４０及びフランジ５２の間に良好な熱伝導路が形成され、
ＬＥＤによって発生した熱はアダプターまたはフランジからランプ組立品の外部の大気に
放出される。
【００１９】
図８はＬＥＤ６８を備えるランプ（または、ランプヘッド）６２を示している。ランプ６
２は好まれるものとして、多数のＬＥＤ及び適当な電気回路を支持する。ＬＥＤチップか
ら熱伝導構造体への熱伝導を高めるために、ＬＥＤチップは好まれるものとして、熱伝導
構造体に直接取り付けられる。これはＬＥＤチップに隣接して、または、ＬＥＤチップの
裏側に配置される回路パターンを形成する交互になった、絶縁層（insulating layer）を
使用することによって、多様な方法で達成することができる。
【００２０】
互いの領域の間にブリッジワイヤ（Bridge wire）を配置することにより、熱伝導構造体
のボード上に、ＬＥＤチップの（好まれるものとしての）直列配線または並列配線の回路
を形成することができる。好まれる実施例において、ＬＥＤの大部分は実際に光が照射さ
れるべき場所とは異なる方向に向けられる（または、実際に光が照射されるべき場所に間
接的に向けられる）。この好まれる方向付けは、人が直接、光源に目を向けることができ
ないようにするためのものである。ＬＥＤ６８は概略的に、反射器の方向に面するように
、ランプ構造体のヘッド部に沿って折り曲げられたマッシュルーム形状の、可撓性の（ま
たは、フレキシブルな）材料上に取り付けられてもよい。ＬＥＤはランプヘッドに取り付
けられた後、この分野で周知の透明な保護コーティングによってコーティングされてもよ
い。
【００２１】
ランプ組立品は反射器と共に機能するように構成されてもよい。ランプ組立品はカプラー
の差込アーム（bayonet arm）のカム構造面を利用して反射器８４にラッチ（または、結
合）されてもよい。例えば、反射器８４は、少なくとも部分的に、カプラー２６のカム構
造面を使用してカプラー２６により組立品１０に保持されてもよい。反射器８４に対する
ランプ組立品１０の配置及び位置付けを補助するために、カプラー２６またはアダプター
４０の外部の壁が利用されてもよい。反射器８４またはランプ筐体と、フランジの片面等
の、ランプ組立品の適当な部分との間にＯリングまたはフラットシール（または、扁平封
止部材）８６が配置されてもよい。これにより、封止部材８６は埃や水分が反射器やラン
プ筐体に悪影響を与えることを防ぐために、熱伝導構造体を含むランプ組立品を取り囲む
ことができる。
【００２２】
図９はＬＥＤランプ組立品の部分的な断面図を示している。詳細に述べると、図９は電気
接続部材２４に対して垂直方向の断面を示している。ベース部１２は第２レセプタクルを
画定する内壁上に突起部９０を備える。カプラー２６は一方の端で、第２レセプタクル２
０の中にフィットしている（または、ぴったりと結合している）。アーム３４は突起部９
０とラッチ（または、結合）するように形成され、例えば、突起部９０とスナップフィッ
ト（または、パチンと嵌る）ような寸法及び形状の穴を備えた可撓性の（または、フレキ
シブルな）アームとして形成される。ベース部１２の壁から９０度の方向に拡張している
噛合い面９２及び、カプラーのアーム３４に形成された穴の壁により、スナップフィット
は半永久的に保持され、反射器８４またはランプ筐体への結合や取り外しによる影響を受
けない。好まれる実施例において、ベース部１２とカプラー２６とが互いに面する内周部
分に、２つまたは３つ以上のラッチ構造が配置されてもよい。
【００２３】
製造上の改善として、組立品は異なったランプ筐体の構造に対する迅速な適合のために、
交換可能な部品と共に設計されてもよい。すなわち、ベース部１２は好まれるものとして
、自動車や他の類似の装置で一般的に使用される標準的な電源のカプラーと結合するよう
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に形成される。同様に、ベース部１２とのラッチ（または、結合）のために標準的なカプ
ラー２６が使用されてもよい。また、多様なＬＥＤ支持構造を支持するために、標準的な
ランプ本体部６４が使用されてもよい。一方、アダプター４０は特定の途用のために、異
なった軸の長さや、異なったフランジの構造と共に形成されてもよい。これにより、ＬＥ
Ｄ光源は所望の光学的な深さの位置に配置されることができ、また、異なった熱負荷に対
処することができる。この構成により、ランプ組立品に対して標準的なベース部及び標準
的なＬＥＤ配置用部材を使用しながら、製品モデルごとに異なった軸方向のＬＥＤの深さ
を持ったランプを提供することができる。
【００２４】
例えば、他の部品を同一に保ちながら、ＬＥＤ支持物のアダプター４０の首部分の長さだ
けを製品モデルごとに変化させることができる。また、異なったランプを異なった設計の
ランプ筐体内で使用することができる。例えば、ヘッドランプ、フォグランプ、昼光電球
（day light running）、テールランプ、方向指示灯等の、多様な外部照明の全てに対し
て、同一または同様な電気的取付け具（attachment）及び同一または同様なＬＥＤ支持体
及び冷却構造を使用しながら、光源を多様なランプ装置の所望の焦点位置に合わせるよう
に、ランプ装置ごとに反射器用筐体内の異なった深さの位置に光源を配置することができ
る。この交換可能な配置用部品は多様な製品に対する、全体的な製造コストを下げること
ができるだろう。
【００２５】
ここまで、本発明の、目下のところ最も好まれる実施例が図示され、説明されてきたが、
付随する請求の範囲によって規定される本発明の範囲から外れることなく、多様な変更や
改良ができることは当業者にとって明白であるだろう。
【００２６】
【発明の効果】
上述の構造により、本発明はＬＥＤによって発生する熱の外部への放出を促進し、ＬＥＤ
及びその周囲の温度を下げることを可能にした。これにより、本発明はＬＥＤの効率や寿
命を高めることができると共に、高出力のＬＥＤを比較的狭い範囲に集中して配置するこ
とを可能にした。また、本発明のランプ組立品はスナップ式の構造により、多様なランプ
に対して、同一の部品の使用を可能にし、多様な製品に対する、全体的な製造コストを下
げることを可能にした。
【図面の簡単な説明】
【図１】ＬＥＤランプ組立品並びに反射器及び電源供給結合部の一部の斜視図を示してい
る。
【図２】取り替え可能なＬＥＤランプ組立品の斜視図を示している。
【図３】ＬＥＤランプ組立品及び反射器の一部の断面図を示している。
【図４】カプラーの斜視図を示している。
【図５】カプラーに結合したベース部の斜視図を示している。
【図６】アダプター及びＬＥＤランプの上方からの斜視図を示している。
【図７】カプラー、アダプター及びＬＥＤランプ組立品の下方からの斜視図を示している
。
【図８】ＬＥＤ光源を支持しているランプを示している。
【図９】ＬＥＤランプ組立品の部分的な断面図を示している。
【符号の説明】
１０　　自動車用ランプ組立品
１２　　ベース部
１４　　第１内壁
１６　　第１レセプタクル
１８　　第２内壁
２０　　第２レセプタクル
２２　　末端スリーブ（接続用筒）
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２４　　電気接続部材
２６　　カプラー（結合器）
２８　　筒状部分
３０　　内壁
３２　　中央の通路
３４　　第１アーム
３６　　第２アーム
３８　　カム構造面
４０　　アダプター（変換器）
４２　　筒状部分
４４　　軸方向の寸法
４６　　外面
４８　　内面
５０　　内部通路
５２　　フランジ（つば）
５４　　拡張指部
５６　　壁
５８　　結合用開口
６０　　圧縮性封止部材
６２　　ランプ
６４　　ランプ本体部
６６　　ＬＥＤ保持具
６８　　ＬＥＤ
７０，７２　電気接続部材
７４　　アダプターの内面
７６　　ランプの外面
８４　　反射器
８６　　封止部材
９０　　突起部
９２　　噛合い面



(10) JP 4155858 B2 2008.9.24

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(11) JP 4155858 B2 2008.9.24

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】 【図９】



(12) JP 4155858 B2 2008.9.24

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｈ０１Ｌ  33/00     (2006.01)           Ｆ２１Ｖ  29/00    １１１　          　　　　　
   Ｆ２１Ｗ 101/12     (2006.01)           Ｈ０１Ｌ  33/00    　　　Ｌ          　　　　　
   Ｆ２１Ｗ 101/14     (2006.01)           Ｆ２１Ｗ 101:12    　　　　          　　　　　
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)           Ｆ２１Ｗ 101:14    　　　　          　　　　　
   　　　　                                Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　          　　　　　

(56)参考文献  実開平７－４１８０６（ＪＰ，Ｕ）
              特開平１０－１８８６０３（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－３５７４０７（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－３５７５６８（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－１７６３０８（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              F21S8/10
              F21V7/00
              F21V17/00
              F21V19/00
              F21V29/00
              H01L33/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

